
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：［主］河南米山線（豊里大橋）橋

災害応急復旧工事
�２ 発 注 者：宮城県東部土木事務所
�３ 工事場所：宮城県登米市豊里町川前
�４ 工 期：平成２３年３月２４日～

平成２４年３月３０日
本工事は、３月１１日の東日本大震災により全面
通行止にされている豊里大橋の橋脚部破損箇所の
補修及び補強を行う工事である。
工事の詳細は、仮設工事用道路の設置及び仮設
ベント設置（３橋脚）を行い、３橋脚の下部工断
面補修及び鋼板巻立てと７橋脚のびび割れ補修・
炭素繊維シート巻立て補強を行う工事である。
仮設作業用道路 A＝２，６５７m２

橋脚仮設ベント設置 A＝１２基
炭素繊維シート巻立て補強工 A＝１，６２１m２

橋脚鋼板巻立て補強工 A＝９３２
浮き桟橋工（ユニフロート） 一式
簡易仮締切工 ４箇所

２．現場における問題点

本工事被災橋梁は、沿岸部被災地に災害救援活
動及び物資を運搬する主要路線に指定されている

ために、出来るだけ早期の通行止め解除が要求さ
れていた。又、橋脚の破損状況は橋脚コンクリー
トの破壊（図－１）と橋脚コンクリートのひび割
れ（図－２）である。橋脚コンクリートの破壊箇
所は主鉄筋（D２９）の圧接部の破断（図－４）が
あり余震による橋脚の倒壊のおそれがあることか
ら補修期間の短縮及び早期強度の確保が問題とな
った。
�１ 余震による倒壊防止と普通車両が通行可能な
架設方法を検討課題としました。
�２ 準備工・仮設道路・補強架設に４０日程度の時
間が必要なので、橋脚コンクリート破壊（図－
１）３橋脚の工期短縮と早期強度確保の施工方
法選定が重要と考えた。
�３ 震災影響による経済活動の低迷から工事に必
要な資材の調達日数の安定化が不明な所であっ
た。

図－１ 図－２

３．工夫・改善点と適用結果

�１ 作業日数の短縮と震災直後のため架設資材の
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供給確保が出来る架設方法を考え、仮設ベント
工法が最適であると判断し発注者と協議を行い
決定した。ベント設置に当り地盤の支持力計算
を行い砕石置換え基礎地盤を構築し仮設ベント
１２基（図－３）の設置を行った。
その結果として１１日間で土工から仮設ベント設
置を行い工期短縮ができ大型・大型特殊車両を除
いた車両及び人を通行させることが出来た。
�２ 橋脚下部コンクリート破損部（図－４）の補
修方法は橋脚断面補修方法を参考に検討をかさ
ね、モルタルコテ仕上げ工法・湿式吹付けモル
タル工法・乾式吹付けモルタル工法の３の工法
を選択し検討した結果、経済性・施工日数・早
期強度確保を考慮し乾式吹付けモルタル工法に
決定した。

図－３ 図－４

圧接部破断主鉄筋（D２９）をフレア溶接を行い
修復（図－５）し、乾式モルタルを吹付（図－６）
けることにより１回の吹付け厚が１００mm程度ま
で施工ができ１橋脚１．５日～２日間で３橋脚を仕
上げまで５日間で完了（図－７）した。設計強度
２４N/mm２を材令３日で（３２N/mm２）クリアした。

乾式吹付けモルタル施工完了後に、鉄筋内部コン
クリート破損部にエポキシ樹脂注入を行った。
その結果、施工日数の短縮と早期強度の確保が
出来、震災発生から二ヶ月で通行止め全面解除を
行うことが出来た。
６月３０日までの非出水期間内に鋼板巻立て補強
まで完了することが出来ました。

おわりに

本工事は河川協議で出水期の７月から９月まで
工事中止期間でまだ施工中でありますが、早期通
行止め解除にむけて工程短縮の工夫、効率的な施
工を行ったことにより、予定通行止め解除期日に
まにあうことが出来ました。最後に震災直後で仮
設ベント材が不足している中で供給していただき
ました協力業者ならび５月の連休にも稼動して頂
いた協力会社の皆様に感謝いたします。
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